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（一報   二報   三報 ） 所    名　 名古屋 ＳＣ ST

発生日時 10 月　7 日   9 時　30 分

％

（災害発生状況）

 10/7 9:10 店舗様へ作業内容説明・KY活動後に作業準備開始
　10:10 SS中根主任様から作業員へ「電気が使用出来なくなっている。」と通知。（発生は 9:30頃）

発 　10:28 中根主任様からｺｰﾙｾﾝﾀｰへ「原因不明で電気が使用できない。」と入電された。
　10:28頃 同時に現地作業員がはつり箇所を点検したところ「被覆が損傷した配線を確認した」ので、

ST:上里へ「作業により漏電を発生させた懸念」と「ｼｮｯﾌﾟ照明の停電」を報告した。
　10:34 幸島ST長より鬼頭SC長へ報告 10:48　鬼頭より大竹社長へ連絡
　11:05 鬼頭より店舗様へ連絡するが不出。
　11:07 本店上塘さんから「POSレジ等の電源も落ちていて営業に支障が出ている」と報告受けた。

生 　11:20 再度、鬼頭から店舗様へ連絡し、中根主任様へ謝罪及び状況を確認した。
　11:40 PT：吉田が到着。各所点検により「当該回路ﾌﾞﾚｰｶｰに漏電機能がなく主幹ﾌﾞﾚｰｶｰ落ち」を確認

損傷線回路ﾌﾞﾚｰｶｰをOFF、主幹ﾌﾞﾚｰｶｰ復旧され店舗への電源が復旧し営業を再開 (90分)
　12:45 電工が、破損させた電源線の復旧作業が完了した。
　14:00 中根様から ﾄﾗﾌﾞﾙ発生は 9時30分頃、工事が原因と想定せず作業員確認が遅れた。と申告。
　14:35 立水栓を交換または撤去で検討されるので現地にて指示待ち待機中　⇐　撤去することで決定

状 　16:10 立ち水栓の撤去中、下部に不明の埋設配線が確認され後日、調査での作業とし休止した。
（根本原因）
・埋設情報の図面等を入手をせず、不十分な作業計画のまま作業を開始していたこと。
・店舗への事前工事説明にて、リスク等の懸念を共有した事故対応が連携されていないこと。
（再発予防策）
・図面等の埋設情報は 1日～3日で入手できるので、入手情報から作業計画を店舗と共有して開始する

況 ・工事のリスクや懸念を事前工事説明時に店舗様へ説明・通知して対応を連携すること
作業員の氏名・所属会社名

作業形態

   　　　             （   次)
　

顧 ・本店及びSCより出光興産様各所へ状況報告 ＜事の顛末→最終アクション(顧客対応)を記載＞
客 ・店舗への営業補償（給油不可：来店40台＋
対 　来店前70台）の協議を進めると共に、水栓の
応 　撤去完了まで店舗と連携して進めます。
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＊速報時点で判明した事実のみでよい
＊発生後は、社長まで連絡すること（会社対応方針）

＊本帳票は、法律上作成義務があるため必要なものである。
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家族の状況 被　災　者　氏　名 年齢 職種 傷病程度

10:34
10:48 処　 理 

（株）ＳＫＫ（ 1次)

10:30

10進捗率

愛知県豊田市水源町6-1-
64

0565-42-3712電話

令和3年10月7日～10月7日

工事名
セルフ豊田水源店
拭き上げ場給水管漏水改修工事

工事番号 210080675

　　労働災害  ・  第三者災害  ・  トラブル　　発生報告書　

SC,ST長名 幸島

名古屋北

H 7. 2. 22
H 27.6.15

報告書作成 　　10 月  7 日　15  時　20 分　

名古屋北SC,ST名

請負額 所在地

発注者 出光興産株式会社 工   期

- 円（税抜き）

事  前  説  明
事前説明の実施日該当無

　家主　・　管理会社　・　近隣　・　店舗　・ 施設責任者　・

令和　3年　10月　7日実施状況

事前説明の対象者

一報受付時
間

発生時
連絡先

社長（不在時：技術調達部長､経営管理部長）

SC長（不在時：ﾏﾈｰｼﾞｬｰ）



【写真】

災害発生状況図（平面図）

作業箇所

埋設電源配線の被覆が損傷した

（配線芯線には損傷なし）

外 灯



災害発生状況図（平面図）


